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集　

後　

記

本
号
で
は
、
平
成
二
九
年
三
月
二
四
日
に
外
交
史
料
館
講
堂
で
行
わ
れ
た
講
演

会
「
東
京
裁
判
―
国
際
政
治
と
国
際
法
の
立
場
か
ら
―
」
の
記
録
を
掲
載
し
ま
し

た
。
日
暮
吉
延
帝
京
大
学
教
授
は
「
東
京
裁
判
と
国
際
政
治
」
と
題
し
て
、
国
際

政
治
の
文
脈
か
ら
、
東
京
裁
判
の
複
雑
性
・
多
面
性
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
考
察
し

て
い
ま
す
。
同
裁
判
を
日
本
占
領
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
非
軍
事
化
の
一
つ
の
施

策
と
し
て
と
ら
え
、「
文
明
の
裁
き
」
か
「
勝
者
の
裁
き
」
か
、
と
い
う
二
者
択
一

の
対
立
を
排
し
、
そ
の
両
方
の
側
面
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て

指
摘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
沼
保
昭
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
は
、「
東
京

裁
判
―
歴
史
と
法
と
政
治
の
狭
間
で
―
」
と
題
し
て
講
師
ご
自
身
の
約
半
世
紀
に

わ
た
る
東
京
裁
判
研
究
へ
の
取
り
組
み
を
軸
に
、
同
裁
判
を
め
ぐ
る
研
究
・
論
争

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
共
に
、
国
際
法
学
者
の
立
場
か
ら
同
裁
判
を
法
的
に
ど
う

捉
え
る
べ
き
か
論
じ
、
当
時
の
国
際
関
係
や
日
本
の
国
内
政
治
が
東
京
裁
判
認
識

に
与
え
た
影
響
、
歴
史
学
の
中
で
の
同
裁
判
の
扱
い
や
文
明
史
的
変
容
を
踏
ま
え

た
評
価
等
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
波
多
野
澄
雄
『
日
本
外
交
文
書
』
編
纂
委
員
長
に
は
、「
日
本
に
お
け
る

日
中
戦
争
史
研
究
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日
本
に
お
け
る

日
中
戦
争
史
研
究
の
動
向
に
つ
き
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
的
な
研
究
交

流
の
促
進
や
研
究
手
法
の
多
様
化
に
よ
り
、「
侵
略
と
抵
抗
」「
支
配
と
従
属
」
と

い
っ
た
二
分
法
だ
け
で
は
な
く
、
同
戦
争
を
よ
り
多
角
的
な
視
点
を
も
っ
て
捉
え

よ
う
と
す
る
研
究
成
果
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
祥
職
員
は
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
領
事
裁
判
と
商
人
領
事
」
と
題
す
る

論
文
を
寄
稿
、
幕
末
に
結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
領
事
裁
判

の
制
度
的
欠
陥
に
つ
い
て
論
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
日
本
外
交
文
書　

占
領
期
』
に
つ
い
て
は
、概
要
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

「『
日
本
外
交
文
書　

占
領
期
』
第
一
巻
・
第
二
巻
の
採
録
文
書
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
担
当
者
が
、
専
門
家
を
交
え
て
、
占
領
期

に
お
け
る
日
本
の
外
交
方
針
や
外
交
権
停
止
・
日
本
国
憲
法
の
制
定
を
め
ぐ
る
連

合
国
側
と
の
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
所
収
文
書
か
ら
、
座
談
会
形
式
で
考
察

し
た
記
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
平
成
二
九
年
七
月
二
四
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
ま
で
外
交
史
料
館
別

館
で
行
わ
れ
た
特
別
展
示
「
日
本
と
タ
イ
―
国
交
樹
立
一
三
〇
年
―
」
の
紹
介
記

事
や
、
当
館
の
活
動
報
告
と
し
て
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
経
緯

と
成
果
に
つ
い
て
の
報
告
、
館
員
が
ベ
ル
リ
ン
に
出
張
し
て
調
査
・
聴
取
し
た
ド

イ
ツ
外
務
省
政
治
史
料
館
に
つ
い
て
の
紹
介
記
事
、
平
成
二
九
年
四
月
に
開
催
さ

れ
た
第
一
四
回
外
交
文
書
編
纂
者
国
際
会
議
へ
の
参
加
報
告
も
お
読
み
い
た
だ
け

ま
す
。

以
上
『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
一
号
の
概
要
に
つ
き
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

本
号
刊
行
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省
の

公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報　

第
三
一
号

平
成
三
〇
年
三
月
二
三
日

編
集
発
行　

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話　

〇
三
―
三
五
八
五
―
四
五
一
一

印　
　

刷　

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

東
京
都
大
田
区
大
森
西
二
―
二
二
―
二
六


